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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第85期
第２四半期
連結累計期間

第86期
第２四半期
連結累計期間

第85期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 16,020,848 14,979,344 40,220,877

経常利益 (千円) 375,620 666,219 2,533,567

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 223,968 412,549 1,479,721

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 202,408 308,999 1,361,032

純資産額 (千円) 10,985,237 12,360,002 12,164,782

総資産額 (千円) 27,874,976 28,260,503 32,386,099

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 14.04 25.86 92.75

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 39.28 43.60 37.44

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,845,095 2,701,924 3,626,020

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △146,314 △518,373 △590,083

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △518,085 △481,484 △188,460

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,298,273 6,647,734 4,945,668
 

 

回次
第85期
第２四半期
連結会計期間

第86期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 17.67 25.29
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高傾向により一部で弱い動きがみられるものの、企業収益

がおおむね高水準で推移するなど、総じて堅調な動きで推移いたしました。

　道路建設業界におきましては、経済政策の実施に伴う公共投資の下支えもあり、穏やかな持ち直し基調ではあり

ましたが、建設労働者の不足感による労務費の上昇が懸念されるなど、経営環境は依然として厳しい状況でありま

した。

このような状況下、当社グループでは、採算性を重視した受注方針を徹底するとともに、創意工夫を凝らした技

術提案による生産性の向上に取り組み、業績の向上に努めてまいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間

における受注高は160億４千２百万円（前年同期比7.8％減）、売上高は149億７千９百万円（前年同期比6.5％減）

となりました。利益につきましては、経常利益が６億６千６百万円（前年同期比77.4％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益が４億１千２百万円（前年同期比84.2％増）となりました。

　事業の部門別の業績は、次のとおりであります。

（工事部門）　

工事受注高は142億円、完成工事高は131億３千７百万円、完成工事総利益は13億７千６百万円となりました。

（製品等販売部門）

製品等受注高、売上高は18億４千２百万円、製品等売上総利益は２億３千３百万円となりました。

当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が著しく多く

なるといった季節的変動があります。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ41億２千５百万円減少して282億６千

万円となりました。これは主に現金預金、未成工事支出金等は増加したものの、受取手形・完成工事未収入金等が

減少したことなどによります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ43億２千万円減少して159億円となりました。これは主に、未成工事受入金

は増加したものの、支払手形・工事未払金等及び短期借入金等が減少したことなどによります。

　純資産合計は、主に利益剰余金が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ１億９千５百万円増加して

123億６千万円となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末の49億

４千５百万円に比べて17億２百万円増加して66億４千７百万円となりました。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金は、27億１百万円の収入（前年同期は28億４千５百万円

の収入）となりました。これは主に、売上債権の減少額67億８千４百万円、仕入債務の減少額32億４千７百万円、

たな卸資産の増加額８億３千万円等によるものであります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金は、５億１千８百万円の支出（前年同期は１億４千６百

万円の支出）となりました。これは主に有形固定資産の取得等によるものであります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金は、４億８千１百万円の支出（前年同期は５億１千８百

万円の支出）となりました。これは主に短期借入金の減少等によるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題　

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

当社及び当社関係者は、東日本高速道路株式会社東北支社発注の、東日本大震災に係る舗装災害復旧工事の入札

に関して、独占禁止法違反の容疑により、平成28年２月29日に東京地方検察庁から起訴されておりましたが、東京

地方裁判所において、同年10月11日当社に対する罰金刑及び、同年10月25日当社関係者に対する懲役刑（執行猶予

付き）の判決を受け、それぞれの刑が確定いたしました。

株主の皆様、お取引先をはじめ関係各位に多大なご迷惑とご心配をおかけしたことにつきまして、心からお詫び

申し上げます。

また、当社は平成28年８月３日に、東京都等が発注する舗装工事について、独占禁止法違反の疑いがあるとし

て、公正取引委員会の立入検査を受けております。

当社は、この事態を厳粛かつ真摯に受け止め、原因の究明など再発防止に必要な社内調査の実施と、具体的な再

発防止策の策定を進めるとともに、役職員一同、法令遵守の一層の徹底に取り組み、早期の信頼回復に最善を尽く

してまいります。

 

(5) 研究開発活動　

当第２四半期連結累計期間の研究開発費は２千３百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,978,500 15,978,500
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は、1,000株
であります。

計 15,978,500 15,978,500 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年７月１日～
平成28年９月30日

― 15,978,500 ― 1,751,500 ― 600,000
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(6) 【大株主の状況】

平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

渡　邉　忠　泰 東京都港区 1,951 12.21

有限会社創翔
東京都港区南麻布１－22－６
創翔館201号

1,656 10.36

東亜道路工業株式会社 東京都港区六本木７－３－７ 1,206 7.55

株式会社アスカ 東京都港区六本木３－４－33 980 6.13

宇部興産株式会社 山口県宇部市大字小串1978－96 805 5.04

常盤工業株式会社 東京都千代田区九段北４－２－38 525 3.29

佐藤渡辺従業員持株会 東京都港区南麻布１－18－４ 519 3.25

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 426 2.67

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１－５－５ 343 2.15

佐藤鉄工株式会社 富山県中新川郡立山町鉾木 220 283 1.77

計 ― 8,694 54.41
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 24,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,932,000
15,932 ―

単元未満株式
普通株式

22,500
― ―

発行済株式総数 15,978,500 ― ―

総株主の議決権 ― 15,932 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権３個）

含まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式331株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社佐藤渡辺

東京都港区南麻布
1－18－4

24,000 ― 24,000 0.15

計 ― 24,000 ― 24,000 0.15
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 4,945,668 6,647,734

  受取手形・完成工事未収入金等 13,493,178 7,023,381

  未成工事支出金 842,269 1,679,644

  その他のたな卸資産 170,815 164,198

  繰延税金資産 314,836 317,948

  その他 319,045 253,167

  貸倒引当金 △7,421 △7,069

  流動資産合計 20,078,391 16,079,004

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 5,957,089 5,952,727

   その他（純額） 3,925,419 3,902,787

   有形固定資産合計 9,882,508 9,855,514

  無形固定資産 49,661 44,299

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,539,152 1,398,819

   長期貸付金 62,979 62,950

   破産更生債権等 64,810 84,398

   繰延税金資産 706,356 754,392

   その他 66,484 64,229

   貸倒引当金 △64,244 △83,105

   投資その他の資産合計 2,375,538 2,281,684

  固定資産合計 12,307,708 12,181,499

 資産合計 32,386,099 28,260,503
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 8,946,454 5,624,640

  短期借入金 3,110,000 2,450,000

  1年内返済予定の長期借入金 312,872 400,230

  未払法人税等 627,723 297,591

  未成工事受入金 518,893 848,739

  賞与引当金 381,200 388,690

  完成工事補償引当金 13,609 13,500

  工事損失引当金 89,900 84,800

  独占禁止法関連損失引当金 519,721 337,081

  その他 1,164,652 717,580

  流動負債合計 15,685,026 11,162,852

 固定負債   

  長期借入金 849,360 1,066,490

  退職給付に係る負債 2,592,127 2,569,343

  再評価に係る繰延税金負債 886,522 886,522

  長期預り金 156,000 156,000

  その他 52,280 59,291

  固定負債合計 4,536,290 4,737,648

 負債合計 20,221,317 15,900,500

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,751,500 1,751,500

  資本剰余金 869,602 869,602

  利益剰余金 7,519,520 7,820,390

  自己株式 △4,784 △4,784

  株主資本合計 10,135,838 10,436,709

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 203,558 114,415

  土地再評価差額金 1,698,058 1,698,058

  退職給付に係る調整累計額 88,517 71,734

  その他の包括利益累計額合計 1,990,135 1,884,209

 非支配株主持分 38,808 39,084

 純資産合計 12,164,782 12,360,002

負債純資産合計 32,386,099 28,260,503
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 ※2  16,020,848 ※2  14,979,344

売上原価 14,717,814 13,369,580

売上総利益 1,303,033 1,609,764

販売費及び一般管理費 ※1  935,621 ※1  980,674

営業利益 367,412 629,090

営業外収益   

 受取利息 3,549 3,979

 受取配当金 15,886 43,580

 持分法による投資利益 - 7,598

 貸倒引当金戻入額 17,267 -

 雑収入 15,734 16,669

 営業外収益合計 52,437 71,827

営業外費用   

 支払利息 33,228 31,055

 持分法による投資損失 7,537 -

 雑支出 3,462 3,642

 営業外費用合計 44,229 34,698

経常利益 375,620 666,219

特別利益   

 固定資産売却益 12,398 17,054

 関係会社清算益 - 15,228

 特別利益合計 12,398 32,282

特別損失   

 固定資産売却損 572 2,494

 固定資産除却損 14,294 355

 特別損失合計 14,867 2,850

税金等調整前四半期純利益 373,151 695,652

法人税等 147,046 280,726

四半期純利益 226,105 414,925

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,136 2,375

親会社株主に帰属する四半期純利益 223,968 412,549
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 226,105 414,925

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △2,463 △88,762

 為替換算調整勘定 △881 -

 退職給付に係る調整額 △23,248 △16,782

 持分法適用会社に対する持分相当額 2,897 △380

 その他の包括利益合計 △23,696 △105,925

四半期包括利益 202,408 308,999

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 200,271 306,623

 非支配株主に係る四半期包括利益 2,136 2,375
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 373,151 695,652

 減価償却費 318,786 354,967

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △71,453 △46,966

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △17,267 18,508

 その他の引当金の増減額（△は減少） △80,576 △180,359

 受取利息及び受取配当金 △19,436 △47,559

 支払利息 33,228 31,055

 持分法による投資損益（△は益） 7,537 △7,598

 その他の営業外損益（△は益） △12,271 △13,026

 有形固定資産売却損益（△は益） △11,826 △14,560

 有形固定資産除却損 14,294 355

 関係会社清算益 - △15,228

 売上債権の増減額（△は増加） 7,071,379 6,784,824

 たな卸資産の増減額（△は増加） △914,965 △830,757

 仕入債務の増減額（△は減少） △3,103,157 △3,247,030

 未払消費税等の増減額（△は減少） △120,713 △236,737

 小計 3,466,711 3,245,538

 利息及び配当金の受取額 19,436 47,560

 利息の支払額 △33,588 △29,347

 法人税等の支払額 △368,011 △608,016

 その他 △239,452 46,189

 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,845,095 2,701,924

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △196,163 △578,301

 有形固定資産の売却による収入 41,722 21,029

 無形固定資産の取得による支出 △797 △776

 貸付けによる支出 △20,162 △33,533

 貸付金の回収による収入 27,751 33,863

 関係会社の清算による収入 - 15,228

 関係会社出資金の売却による収入 - 23,000

 その他 1,333 1,115

 投資活動によるキャッシュ・フロー △146,314 △518,373

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 △660,000

 長期借入れによる収入 40,000 500,000

 長期借入金の返済による支出 △166,664 △195,512

 配当金の支払額 △79,430 △111,092

 非支配株主への配当金の支払額 - △2,100

 その他 △11,990 △12,780

 財務活動によるキャッシュ・フロー △518,085 △481,484

現金及び現金同等物に係る換算差額 △132 -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,180,562 1,702,065

現金及び現金同等物の期首残高 2,117,711 4,945,668

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  4,298,273 ※１  6,647,734
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【注記事項】

(会計方針の変更)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日 至　平成28年９月30日)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日 至　平成28年９月30日)

(税金費用の計算)

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を

計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
 

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

従業員給与手当 389,585千円 395,541千円

賞与引当金繰入額 85,528 88,674 

退職給付費用 12,620 15,377 

貸倒引当金繰入額 - 18,508 

減価償却費 39,621 35,354 
 

 

 

※２　売上高の季節的変動

　　　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結

会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第４

四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

現金預金勘定 4,298,273千円 6,647,734千円

現金及び現金同等物 4,298,273 6,647,734
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 79 5.0 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 111 7.0 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

当社グループは、建設事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

当社グループは、建設事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

 　 １株当たり四半期純利益金額  14円04銭  25円86銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 223,968 412,549

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に
   帰属する四半期純利益金額(千円)

223,968 412,549

   普通株式の期中平均株式数(千株) 15,954 15,954
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月９日

株式会社佐藤渡辺

取締役会  御中

　

太陽有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   桐　　川　　　　　聡   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   大　　兼　　宏　　章   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社佐藤渡

辺の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社佐藤渡辺及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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